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 先日までの寒い日々とは打って変わり、青く澄んだ空の下、春の温かさを感

じる弥生の初日を迎えました。そのような中、卒業証書授与式を挙行しました。 

 厳かな雰囲気の体育館を会場に、来賓、１・２年次生、保護者と職員が見守

る中、188 名の３年次生が卒業しました。在校生代表生徒は「後輩として背中

を見てきた先輩たちの声が聞けなくなるのは寂しいが、先輩たちを目標に

頑張っていきたい」と送辞を読み、卒業生代表は「コロナ禍から変わった

時代、学校行事などにも一生懸命取り組んできたことが楽しい思い出。本

巣松陽高校をよろしく」と答辞を読み、母校のことを後輩に託しました。 

 本校にとって 102年目の卒業式となりましたが、終戦直後の臨時卒業式 

 

が挙行されたこともありました。

今回の卒業生の皆さんには、本校

で学んだ力を糧に、心身の健康を

維持されることと、先輩に続いて

社会で活躍されんことを祈念申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業証書授与式 （令和７年３月１日） 

▲佳日を告げる国旗掲揚 

▲保護者受付 

▲卒業生入場（２・５組） ▲卒業生入場（３・４組） 

▲卒業証書授与の呼名（１組） 

▲来賓祝辞 

▼卒業生答辞 ▲在校生送辞 

▼卒業生退場（６組） 

▼卒業証書授与（代表者授与） 

▲学校長式辞 


